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午前１０時００分 開議 

 

       ◎ 開議宣告 

●藤田議長 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

       ◎ 会議録署名議員の指名 

●藤田議長 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、７番大谷友則議員及び８

番中村純也議員を指名します。 

 

       ◎ 一般質問 

●藤田議長 日程第２ 一般質問を行います。 

 通告順により、１項目ごとに発言を許します。 

 通告順番１、４番岩井明議員。 

●４番岩井議員 ２項目について質問させていただきます。 

 初めに、加齢性難聴者の補聴器購入助成についてお伺いいたします。 

 大学の教授で神崎仁国際医療福祉大教授の著書によりますと、高齢者は７０歳代の

男性の２３.７％、女性では１０.６％、８０歳代では男性は３６.５％、女性は２８.

８％の人が難聴者となっていると言われております。原因は動脈硬化による血流障害

が原因とされておりますけれども、さらにストレス、睡眠不足、騒音、運動不足など

が挙げられております。 

 難聴になると、家族や友人との会話が少なくなり、会合出席や外出の機会が減り、

コミュニケーション障害が起こるとされております。 

 厚生労働省は、平成２４年３月の介護予防マニュアル改定版でも、高齢者の引きこ

もり原因の要因の一つに聴力の低下を挙げて、その対策を求めております。 

 日本補聴器工業会の推計では、難聴者の１４.４％しか補聴器をつけていないとい

う実態であり、その理由の一つは補聴器の価格の問題で、補聴器の価格は３万円くら

いから３０万円以上のものもあり、平均で１５万円と価格が高すぎるとの声が上がっ

ております。 

 以上の点から、本町としての補聴器購入に対する助成等の対策についてお伺いいた

します。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 答弁を申し上げます。 
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 補聴器に対する助成につきましては、障害者総合支援法に基づき、補装具費支給制

度により、購入等に要する費用の一部が支給されているところであります。この制度

につきましては、一般的に高度難聴レベルの方が対象となり、それ以外の中程度以下

の難聴者には対象にならない状況にあります。 

 現在、道内の自治体でも補装具費支給制度の対象とならない中度以下の難聴者に対

し、独自の助成制度を設けているところもあります。難聴は御指摘のとおり、高齢者

の日常生活に不便をもたらす原因ともなっており、補聴器の普及は高齢者のコミュニ

ケーションを向上させ、認知症の予防にもつながるものと認識しております。 

 議員御指摘のとおり、補聴器につきましては安いものから高いものの開きがあり、

多種多様でございます。今後は、難聴の方々の意向を聞きながら、前向きに検討して

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 岩井議員。 

●４番岩井議員 関連性がありますのでお伺いいたしますけれども、児童の場合は中

程度の難聴であっても、市町村が実施主体となる補聴器購入時の補助制度があると認

識するところでございますけれども、質問事項にはありませんが、わかる範囲で本町

の対応をお伺いいたします。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 現在、本町では独自で補助はしておりませんけれども、先ほど議員が御

指摘のとおり、非常に安いものから高いもの、特に最近は、その人によってオーダー

でつくる関係上、ある方に聞きましたら、両方合わせると大体６０万円から８０万円

くらいというようなお話も聞いておりますし、さらに耐用年数も３年、５年をたちま

すと、体調もそれぞれ進みますので、またオーダーになるというような形もなろうか

と思います。 

 現在、７０歳以上は私どもで約１,０００人弱おりますが、個々の調査を取ってお

りませんけれども、相当、難聴の方もいらっしゃるというふうに伺っております。そ

れぞれ自分で対応しておりますが、果たして安いもので間に合うのか。また、単なる

会話等では安くても結構間に合うかなと思っておりますけれども、ただ、安いものに

ついてはオーダーではありませんので合う合わない、さらにまた空気が入った場合に

ついて雑音となったり、非常にこの難聴に対する補聴器は難しい問題もあろうかと思

います。 

 ただ、ある程度、限度を決めて支給されても、相当、今、高額のものを買っており

ますので、高額に対する支給となると、相当財源的にも負担がかかりますので、今

後、担当者と十分協議をしながら、さらに７０歳以上、約１,０００名近い方々の、
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一人一人情報を聞くわけにいきませんが、十分把握しながら対処していきたいという

ふうに考えております。 

●藤田議長 岩井議員。 

●４番岩井議員 まとめたいと思いますけれども、聴力が規定以下で、身体障害者の

認定を受けた場合は、障害者総合支援法によって補聴器購入時に補助を受けることが

できますけれども、認定される規定聴力は高度難聴レベルなので、軽度、中等度の難

聴では、障害者と認定されません。補聴器は保険適用ではなく、全額負担となりま

す。身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者であるこの高度、重度難聴の場合

は、支給制度によって１割負担。中等度以下の場合は、購入後に医療費の控除を受け

られるものの、その対象者はわずかであって、約９割は自費で購入しているところか

ら、特に低所得者に対する配慮が求められるところであります。多くはありませんけ

れども、障害者手帳を持たない高齢者の補聴器購入の助成制度を実施している自治体

も、今、町長が言われたとおりあります。 

 補聴器のさらなる普及は、高齢になっても生活の質を落とさず、心身ともに健やか

に過ごすことができ、認知症の予防、ひいては健康寿命の延伸、医療費の抑制にもつ

ながるとの観点から、この観点からも補聴器購入時の助成制度の確立を強く要望する

ものであります。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 先ほども申し上げましたとおり、障害者としての補聴器の場合は、相当

それぞれ医療機関等で審査を受けるし、さらに国の補助等についても非常にその金額

は少額でございます。 

 ただ、先ほども申し上げましたとおり、安いものについては一時的な会話、また一

時的な書類作成等については役に立ちますけれども、通常の生活に常時使うことにな

ると、相当、高額なものが皆さん使っていらっしゃいます。 

 したがいまして、高額なものの補助についても、ある程度、限度をもって補助をし

た場合について、相当な数になろうかと思いますし、先ほど言いましたとおり、ある

程度、調査をしながら、それなりに該当者に考え方を聞きながら、先ほども言いまし

たとおり、何らかの形でやっぱり助成に向けて努力をしていきたいというふうに考え

ております。 

●藤田議長 岩井議員。 

●４番岩井議員 どうぞよろしくお願いいたします。 

 次の質問に移らせていただきます。 

 率直に伺いますけれども、２０１８年３月２６日付の全国紙で「重いランドセル、

中身ふえ平均７キロ。小学１年肩凝る」、このように報じたことから問題になってお
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ります。 

 文部科学省は、児童生徒の通学時のランドセルやかばんの重量負担が、児童生徒の

発達に影響を及ぼしかねないとする保護者からの懸念を受け、負担軽減の工夫例を紹

介するなど、適切な配慮を求める通知を行っているが、本町の教育行政としての対応

をお伺いいたします。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 御答弁申し上げたいと思います。 

 今、議員からの御質問のとおり、平成３０年の９月に文部科学省から同内容の通知

が北海道教育庁にも通知されておりまして、その内容に沿いまして、児童生徒の携行

品に係る配慮についての通知を受け、速やかに各学校長宛てに御連絡を差し上げ、児

童生徒の携行品に係る工夫例も含めて、配慮いただくよう通知をさせていただいてい

るところでございます。 

 以上です。 

●藤田議長 岩井議員。 

●４番岩井議員 この問題は、このような通知は出してありますけれども、文部科学

省自体は詳細については全く触れておりません。 

 それで、今、教育長が言われたとおり、一応通知は出していると言われますけれど

も、本町におきましてはバス通学が多いものですから、直接児童にそれほど影響はな

いというふうに考えるところでもありますけれども、一応の対応というのは考えなけ

ればいけないと思います。 

 それで、詳細について、対応どのように考えているのかお伺いいたします。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 お答えを申し上げたいと思います。 

 各学校に、この内容について御質問いただいた以降、確認をさせていただいており

ますが、保護者等からの特に配慮を求めるような声は各学校には寄せられていないと

いうことでございますが、以前から各学校において、習慣的に利用頻度が極めて少な

いような教材、教具については、各クラスの整理棚等にそれぞれ児童生徒、置いてい

ただいておりますので、持ち帰り等については長期休業期間中等については、それぞ

れ御家庭に分割しながら持ち帰っていただくような対応をとっておりますし、大きな

教材等については、使用後、家庭に引き取っていただく際には、保護者の方に学校に

取りに行ってくださるよう御連絡をし、協力をいただきながら、児童生徒になるべく

負担のかからないような対策が講じられているかというふうに認識しております。 

 以上です。 

●藤田議長 岩井議員。 
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●４番岩井議員 以上で質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

●藤田議長 一般質問を続けます。 

 通告順番２、５番杉野好行議員。 

●５番杉野議員 議長のお許しをいただきましたので、一般質問をさせていただきま

す。 

 まず、過日の総務文教常任委員会の所管事務調査の折、私の言葉足らずで、この議

場におられる関係各位、また同僚議員に大変御迷惑をおかけしたということについ

て、おわびを申し上げますとともに、今後は自分を戒めながら、十分な職責を果たし

てまいりたいというふうに思っているところであります。 

 その中で、私が言葉足らずと申し上げましたけれども、先日、国際学力調査等が出

ました。我が日本国は数学、科学についてはある程度の学力を有しているというふう

に調査結果が出ましたけれども、こと読解力については、各先進国から見るとかなり

下位の位置になっている。しゃべるほうも言葉足らずであるかもしれないけれども、

言葉を理解する力が衰えてきているというようなことが結果として出ております。 

 そういう中で、読解力とは何ぞやというふうに考えますときに、日々の訓練がなけ

れば、なかなか身につかないということがあるようでございます。この読解力、日々

の訓練、なかなか難しいものがあるかもしれませんけれども、我が町の学校教育の中

で、また過日、文部科学大臣が物事を読み、判断して答えを出す大学試験を一旦凍結

というようなことは、要するに読解力を求める教育が、地道になされていないという

ようなことがあるのかなという思いがしております。 

 そういう中で、この質問内容の中で、文部科学省が出してきている詰め込み教育の

部分もあれば、それ以外の地域社会と家庭と学校を結びつけるコミュニティ・スクー

ルなるものを法制化し、それによって各自治体の学校現場で、かなりの負担感を感じ

ているのではないのかなという思いが、過日の総文の所管事務調査の中で感じられま

したので、本町ではどのようにこれらに取り組み、学校の負担をどのように軽減しよ

うとしているのか、まずは質問させていただきます。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 御答弁申し上げたいと思います。 

 今、議員御指摘のとおりの学校運営協議会制度につきましては、本年４月１日より

本町も制度化し、取り組みを開始しているところでございます。 

 内容につきましては、豊頃町全体で学校運営協議会をつくりまして、その下部に、

各学校に部会を設置しながら、運営協議会を進めているところでございます。全体で

は、各小学校関係も含めまして、２０名の委員の皆さんで構成させていただいていま
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す。現在まで、全員の委員会の会議を２回、それから各学校部会をそれぞれ１回ずつ

開催し、児童生徒の課題、各学校の課題、本町の児童生徒が将来どうあるべきかを話

し合い、次年度に向けた活動的なアクションプランの策定に向けて、会議を進めてい

るところでございます。 

 また、学校運営協議会の役割としましては、学校長が作成する学校運営の基本方針

の承認等も行っているところでございまして、学校側の負担増という点につきまして

は、この制度が子どもたちの教育を学校だけでなく、地域住民が学校経営に協働し、

地域全体で行おうとしている制度運営でございます。今まで教職員が行ってきたこと

を、地域住民が一部でも担っていただいたりすることで、この制度が十分、充実し、

学校の負担軽減につながるものと考えております。そのため、現在、会議を重ねてお

り、将来的には学校の応援団をつくりながら、学校運営を地域全体で見守り、育てて

いくという考え方で進んでいるところでございます。 

 以上です。 

●藤田議長 杉野議員。 

●５番杉野議員 まだ学校運営協議会、始まったばかりであるので、今のところは、

この会議を進めながら、学校の運営負担を軽減していく考えだというふうに理解いた

しましたけれども、待ったなしなのですよね。会議会議で進めていっても、子どもた

ちは１年１年成長していくわけで、応援団をつくって、こういうふうにしていきたい

というふうな教育長の御答弁でありますけれども、トップダウンで文部科学省から、

法律で決めたからこういうふうにしなさいというマニュアルができ上がっているので

すね。コミュニティ・スクール、学校運営協議会制度。さまざまなことが書かれてい

て、非常に細かいところまで詰められてはいると思いますけれども、その自治体自治

体に応じた対応というものは、それぞれが考えていかなければならないというふうに

思いますけれども。 

今、２０名ほどの協議会の委員さんがおられるということでありますが、個人個人

の情報でありますから、詳しくはお聞きしませんけれども、どのような団体の方から

どのくらい、どのような関係からどのくらいの数字がありましたら教えていただきた

いと思います。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 委員構成でございますが、それぞれ各学校の学校長からの御推薦等を

いただきながら、委員構成をさせていただいているところでございまして、今までの

学校評議員でなられた方も一部入っていたり、行政区の区長さんという立場で、学校

のほうから推薦をいただいたりする方も入っていたりしていますし、多様な地域の

方々の、単にＰＴＡというだけではなくて、多様な地域の方々の御推薦をいただきな
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がら、全体の構成になっているかというふうに思います。 

●藤田議長 杉野議員。 

●５番杉野議員 学校の中での運営等々について、詳しく私は知るわけでありません

けれども、もう３０年以上になるかと思いますが、ちょうど豊頃が大根が盛んになり

始めたころ、当時の茂岩小学校の校長先生から大根のことについて教えてほしいとい

うふうに言われた覚えがございます。私の農場に来て大根を抜き、大根の歴史何たる

かをお話しした覚えがございます。これは、私自身も目からうろこで、そのように聞

かれたら何一つ知っていることがないなという思いの中で、必死に大根に関する資

料、本などを読みあさった思いがございます。 

 協議会メンバーの皆さんも、何を目的として、ここの会に、会議に来ているのかと

いう目的意識を持っていただかなければ、学校長から推薦されたとはいえ、学校運営

の何たるかを話し合う場には実を生まないというふうな思いでおりますけれども、現

段階で、学校教育の中で、地域の方たちと何かの取り組みをしながら、教育現場でそ

ういうことが進められているのか。進められているとすれば、その協議会の中で、そ

れが議題に上って、どこどこではこういうふうなことをやっているというようなこと

が、煮詰められていくこと自体が大切だというふうに私は思いますけれどもいかがで

しょうか。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 御答弁申し上げます。 

 今日までも、各学校のＰＴＡはもちろんでございますが、関係各位、ＪＡ青年部さ

んですとか女性部さん、さらには漁業の関係ではサケの放流事業等々、それぞれ地域

の皆さんの御協力をいただきながら、ふるさと教育等については十分進めてきている

ことは周知のところであるというふうに思っておりますし、また町内における産業関

係につきましても、それぞれ中学２年生ですか、キャリア教育ということで職業体験

活動等も、各事業主さんの御協力をいただきながら進めているのも事実でございま

す。 

 そういうようなことを、もっと幅広く形成していこうということで、それぞれ委員

さんにお集りをいただいて、今後さらにそういうものが充実、発展するような方向性

を見出していこうということで、学校運営協議会制度がつくられているというふうに

考えておりますので、そういう意味では今後ともそういう学校を支援する方向性、あ

るいは学校が今、何をやっているのかということをそれぞれ理解していただくための

制度として、大いに今後とも展開を広めていきたいというふうに考えているところで

あります。 

 以上です。 
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●藤田議長 杉野議員。 

●５番杉野議員 質問内容が（２）のほうまで入り込んでしまっていながら、教育長

に答弁をいただいておりますので、大変申しわけなく思いますけれども、改めて文部

科学省が、この協議会に何を求めてきているのか。もしくは、求めてきているものが

あっても、我が町ではこういうふうにしていくのだという気持ちがおありでしたら答

弁いただきます。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 先ほどから御質問いただいている内容でございますが、経緯を改めて

申し上げますと、本制度は、平成１６年に地方教育行政に関する法律によって定めら

れております。その後、２９年に一部改正がされまして、従前は各学校単位でなけれ

ば学校運営協議会制度は運営できなかったわけなのですが、２９年の改正後、中学校

区を全体としたつながりの中で考えていくことも可能であるというようなことで、本

町は、本町一つの学校運営協議会制度という形で各部会をそれぞれの学校に置いた中

で運営を開始しております。 

 国が求めていることということでございますが、子どもたちを取り巻く環境、さま

ざま複雑化、多様化している中で、子どもたちに生きる力を育む上で、教職員のみな

らず、地域住民や保護者等の適切な支援を得ながら、学校運営の改善を図るため、学

校と地域が組織的、継続的、かつ持続可能な地域との連携、協働体制を構築するとい

うような意味合いを持ちながら、この学校運営協議会制度を全国津々浦々に広めよう

というのが国の考え方でございます。 

 なお、この２９年度の改正に当たって、学校運営協議会制度が市町村教委の努力義

務化という制度改正になっておりまして、そういう方向で、今までは置くことができ

るというような改正から、やや踏み込んだ法律改正になっておりますので、そのこと

を十分、参酌しながら、今年度より運営協議会制度を進めていくということになって

いるところでございます。 

 以上でございます。 

●藤田議長 杉野議員。 

●５番杉野議員 今の教育長の御答弁によりますと、この協議会制度を充実しなが

ら、我が町の教育環境をよりよいものにしていきたいという決意のあらわれかという

ふうに思いますけれども、その中で、ここには通告で、（３）には教育長及び町長と

いうふうに私は書かせていただいていたのですけれども、それが落ちておりまして、

町長にも後ほど伺いますが、今この協議会制度、二十数名の方の会議によって進めら

れているというふうにお話をいただきました。 

皆様に、議長にお許しをいただいて、この資料を配らせていただいていると思いま
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す。これは、過日の総務文教常任委員会所管事務調査において、豊頃小学校を訪問さ

せていただいたときに、中村校長よりいただいた書類です。これは、中村校長先生が

退職を間際にされて、今後の学校教育はこうあるべきでないのか、こういうふうにし

てもらえればいいなという思いの中で、「最後のお願いです」の一番最後の欄に地域

社会、学校、家庭を結ぶ、そのような――私がこれを読んで見た瞬間、高齢者に対し

て巡回している町の嘱託の職員さんがいらっしゃいますよね。お話を聞きに行って、

安否を確認してと。そのぐらいの程度で構わないと思うけれども、学校教育現場に

も、そういう人が欲しいのだという、校長先生の言葉が最後に載っています。 

 ２０人の協議会委員の皆さんも大切だとは思いますけれども、この校長先生の最後

のお願いの最後の言葉、「地域、家庭、学校を結ぶ」。また今、学校教育の中で、教

員の仕事が煩雑になり、家庭訪問もそれほど行われていないということがあるようで

あります。そういう中で、こういう機会だからこそ、このような方を我が町に置い

て、この協議会、ＣＳ、コミュニティ・スクールの結び役として、連絡調整役として

必要ではないのかという思いで、私は今般の質問をさせていただいております。 

 これが私の結論です。ありかなしか。まずは端的に、そこから伺います。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 ここに書いてあります学校訪問をいただいた際に、校長から出された

一つの資料でございますが、校長の長い間の経験のもとに、それぞれ考えられ、さら

には国の制度、学校教育を取り巻くさまざまな環境を踏まえた中で、校長がお話しに

なったかと思いますが、この内容はコミュニティ・スクール、いわゆる学校運営協議

会そのものに対する地域とのつながりというような意味合いで校長は書かれているも

のというふうに私は考えておりまして、余り広範な見守り云々というような、広範な

意味合いで書かれているものではないかというふうに認識しております。 

 それで、既に先発で学校運営協議会制度を展開されている市町村教委等々の中に

は、学校と支援をいただく方々の連絡調整なり、あるいは学校のこんな支援があれば

いいのになというようなことを、地域の中から掘り出していただくための役割を担う

ような方、いわゆるコーディネーター、学校運営協議会の中にコーディネーターとい

う人材を置きながら、この活用の展開が図られているところも多くあります。 

 本町といたしましても、町長と十分協議を重ね、学校運営協議会の今後の熟議の過

程を経て、必要性のあるものというような結論、方向性が出ること等を踏まえなが

ら、人員的配置については、町長と協議していきたいというふうに考えているところ

であります。 

●５番杉野議員 町長いかがですか。 

●藤田議長 宮口町長。 
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●宮口町長 行政と教育現場とはちょっと違うかもしれませんけれども、私は文部科

学省である程度、教育関係について厳しくというか、それぞれの統一した考え方を

もって、北海道から沖縄まで同じような形で枠組みの中にはめさせようとしているの

ではないかというふうに思っております。 

 私は、本町だけ考えた場合、報徳のおしえを受け継ぐことを誇りとしておりまし

て、非常に子どもたちも素直でいい子ばかりです。余り教育現場から距離がある方々

が、学校運営や子どもたちに必要以上に関心を持つことは、また逆に非常に問題も起

きやすいと私は思っております。やはり、教育は教育現場の先生方、ＰＴＡ、そして

教育委員会で十分話し合いをしながらすべきであって、地域の方は関心を持ってもい

いのですけれども、下校、登校の際の行動、安全・安心を見守る程度が、地域の方々

の役割かなというふうに思っております。 

 このコミュニティ・スクールの内容を見ますと、学校運営のよしあしから、教員の

運用まで口を出せるような形になっておりますが、私はこの問題については反対であ

ります。できるだけ現場は現場の悩みがあって、現場で解決し、また全国の学校全

部、学校運営が違いますから、その地域地域に応じた教育をすべきだというふうに考

えております。 

 したがいまして、文部科学省で出されるものについては基本的には守りますけれど

も、その地域の学校教育に、私は依存すべきであるというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 杉野議員。 

●５番杉野議員 まず、教育長の言われたこの中村校長の最後の言葉、これについて

は過日、直接お話を伺って、どのような思いのもとにこのようなことを書かれたので

すかというふうに、直接伺いました。 

 教育長とは認識を異にしまして、校長先生は教職員ＯＢであれ、地域の中の有識者

であれ、学校と地域と家庭と結びつける、そういう方が、これからは教育現場、地域

に必要なのです。だからこそ、こういうふうに書かせていただいたのですというふう

におっしゃっておりましたので、その部分については教育長と意見を異にするという

ふうに認識をしていただきたいと思いますし、文部科学省は、ＣＳマイスター、要す

るに、この学校運営協議会のもととなる法律に従って、各自治体に指導する立場の人

を人選し、各自治体に送り、講演をしたり、相談に乗ったりというようなことを、こ

の法制化の中で行われております。実に、我が町も早い対応をされながら、町の広報

紙に、ＰＴＡの研究会でこのＣＳマイスターのお話を伺っていることが町の広報にも

載っております。 

 これはこれとして、今、町長がおっしゃられたとおりに、極端に入り込むのではな
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くて、悩み、相談等々があるときに、教職員、家庭、地域に話のできる方が必要なの

ではないですかというふうに私はお尋ねをしております。それに対しての予算が云々

かんぬんというよりも、我が町の子どもたちは、少ない中でも全道、全国へのスポー

ツでの足がかりをつかみながら頑張っているのは十分、承知しております。 

 ただし、校長先生とお話ししている中で、我が学校の立地は十勝川の流れるすぐそ

ばにあって、いざ水害ということになったら、教育現場はスクールバスで避難してい

ただくようになります。学校にスクールバスが集中して、子どもたちを避難させてい

ただきます。ただし、中央区にお住まいのお年寄りや体の不自由な方たちが、それに

一緒に乗れるような仕組みができていますかと話されたときに、私はあら、なるほど

ねと。そういうところから、地域、家庭、学校をつなぐような、そういう方が必要な

のではないですかというふうに校長はおっしゃられておりました。なるほど、そのと

きになったら、スクールバスにそういう体の不自由な方、高齢者の方、率先して乗せ

るようにはなると思います。なるかもしれませんけれども、事前にそういう考えを

持って、鎖のようにつなぐ方がいて、初めて行政と教育現場がつながって、安心・安

全なまちづくりに進むのだろうというふうに、私は校長先生の話を伺って思いまし

た。そのことを思ったからこそ、本日ここで議長に時間をいただいて、お話をさせて

いただいております。 

前向きに検討する、しないだけの一言でいいです。これで私の質問を終わります。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 ただいまの御意見、大変参考になりましたし、端的にスクールバスの問

題等々におきましても、片方はゆっくり仕事をすればいいし、もう一方、生徒たちは

決められた時間でそこまで到着しなければならないので、その現場現場、事情によっ

て違うと思いますけれども、できるだけ一つを取っても、そういう方法で検討してい

きたいと思いますが、今言ったスクールバスにおじいちゃん、おばあちゃん方乗ると

いうことは、結構なことですけれども、ただ安全に学校に届けることも、やっぱり運

転業務の一つですので、それらも総合的に判断し、できるところは積極的に考えてい

きたいというふうに思っております。 

●藤田議長 杉野議員。 

●５番杉野議員 以上で質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

●藤田議長 一般質問を続けます。 

 通告順番３、２番小笠原茂人議員。 

●２番小笠原議員 本日の私の質問は、一昨年３月に全町民に発行されました総合防

災ハンドブックでございますけれども、この中に津波のハザードマップ、また洪水の
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ハザードマップがそれぞれ詳しく記されておりまして、本日の私の質問は、この豊頃

町洪水ハザードマップから見る学校建築についてでございます。 

 現豊頃中学校校舎が築後４５年が経過し、校舎老朽化に伴い、豊頃中学校改築等に

関する計画に基づき、校舎建てかえの検討が進められていますが、建設予定の場所が

十勝川氾濫時の洪水浸水区域であることから、次の点について伺います。 

 豊頃町洪水ハザードマップにおける洪水浸水地域に、新たな校舎建設を進める上で

の基本的な考え方について、町長に伺います。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 本町の小中学校一貫教育については、今まで関係機関と数回にわたり協

議をしてきております。今現在、中学校を小学校の位置に一貫教育の施設を建てる考

えで進んでおります。 

 確かに、ハザードマップの危険な状態の水位から見て、そういった状態の場所であ

りますけれども、今御存じのとおり堤防はスーパー堤防ができておりまして、非常に

安全・安心であります。しかし、災害はいつ来るかわかりませんので、それはそれな

りの対応をしなければならないというふうに考えております。仮に今、学校を総合的

な判断で、ほかの地域に移すということであったとしたら、そこに公営住宅もありま

すし、また農業協同組合の施設もありますし、しからばそういうものまで行政として

は、どういう対応をするかもろもろ、学校だけ動かせばいいという問題でもないと考

えております。 

 また、水害の場合はある程度、時間がありますので、危険な状態になれば適宜に子

どもたちを避難させることも可能であります。 

 したがいまして、今、本町の総合計画の中で、今の中央区に学校建設することにつ

いては、これからも私としては考えは変わりませんし、そういった状況の中で、もし

これからの総合計画が根本的に見直すようなことがあっては、相当また時間がかかる

というふうに思っております。そういった意味では、今後、十分な水害対策について

も協議をしながら子どもたち、そして地域の方々が安心して暮らせるような地域づく

りを進めることが大切かというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 小笠原議員。 

●２番小笠原議員 ただいま町長の考えをお聞きいたしました。 

 そもそも、この計画については、本町における将来のあるべき学校教育環境の整備

について、町総合教育会議において、町長が協議、検討を進め、後に豊頃町立学校校

舎等建築検討委員会が設置され、そこから報告書として町長及び教育委員会に提出さ

れたことから、具体的な計画として見えてきたものと私は認識しております。 
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 しかしながら、検討委員会の報告書では、施設の建設位置については結論を出して

いないこととなっています。このたびの豊頃町立中学校改築等に関する計画では、建

設位置については、豊頃小学校の敷地内に中学校を併設することを明確に示している

ことから、十勝川の堤防決壊における洪水災害時の危険性について、いわゆる議論さ

れていたのかどうか。そのことについて、町長にお聞きいたします。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 私は以前から教育委員会等で、関係者等で一貫教育ということでありま

すので、施設が別々で一貫教育というのは非常に不便を期しておりますし、以前は水

害の被害を被った場所でありますが、今は完全なる住宅地になっておりますし、また

先ほど言ったコミュニティ・スクールのように、今後は地域で子どもたちを守るとい

う形でありますので、当然あの場所で中学校、小学校等々の建設は、私は決して危険

な状態でないというふうに思っております。もし危険な状態であれば、先ほど申し上

げましたとおり、子どもたちはもちろんのこと、一般の方、それから公営住宅等々に

ついても当然、そういった危険な場所に建てることはいかないわけでありますが、そ

うなりますと、先ほども言いました根本的に考え方を変えなければならない。そう

いった意味では、私としては今の場所で、しっかりと地域で子どもを守ってもらう。

また、雨量の多いとき、河川が氾濫されるようなときについては、事前にある程度、

指示がありますので、それに基づいて子どもたちの避難、誘導をすべきだというふう

に考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 小笠原議員。 

●２番小笠原議員 抜本的な考え方ですとか、根本的な考え方については後の質問で

させていただきますけれども、まず、なぜ私がこんなに洪水災害にこだわり、心配す

るのかということでございますけれども、やはり私の生まれ育った地域や現在、豊頃

小学校、中学校、中央区のある地域は、御存じのとおり十勝川の本流と旧河川の間に

あって、昭和３０年代は洪水水害の歴史でありました。昭和４０年代に入り、十勝川

本流の堤防整備と旧河川の水門の整備が整ってきたため、洪水水害は減ってまいりま

した。さらに、昭和５０年代に入り、強制排水施設の設備や堤防のかさ上げが増強さ

れ、現在の十勝川両岸のスーパー堤防が我が町の中枢部の防護壁となっております。 

 しかし、時として大自然の猛威の前に、人間のつくったものがいかにもろいもので

あるかということを、毎年日本の国内どこかの自然災害で見せつけられるものですか

ら、果たしてこの地域を、将来我が町の文教ゾーンとしてよいものなのか、学校を建

設する場所、立地の議論が足りていないのではないかと私は思うわけなのですけれど

も、町長の御意見を伺います。 
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●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 私は、先輩たちがあの場所に学校を建設、公共施設を建設し、そしてあ

の地域が開けてきたわけですから、私は正解、正しいと思っております。 

 また今後、場所を移設する場合、仮にそういうような意見があった場合について、

建物の移設のほかにグラウンド等々では、相当な大きな面積を有しますし、財政的に

も大きな負担を必要といたします。 

 ただ、災害ですからいつ来るかわかりませんけれども、先ほど言ったとおり、今の

堤防では約１２メートル３０センチから５０センチくらいの水位でも、スーパー堤防

ですので大丈夫だというような形で私たちは連絡を受けているわけであります。過日

も相当な被害でしたけれども、堤防が壊れるというか、堤防から水が超えた例もあり

ませんでした。ただ、問題は内水面の問題ですけれども、これは内水面ですからいた

し方ないというふうに考えております。 

 先ほども言いましたとおり、水害の場合についてはある程度、時間が予測できます

ので、危険のない場所に子どもたちを移動すれば、私はそれである程度、生命等は守

ることが可能だというふうに思っております。 

 今、小笠原議員がおっしゃるとおりに、動かせばいいのだ、別なところで検討すれ

ばいいのだという形ですけれども、その検討することはいいですけれども、それに付

随したグラウンド、環境整備等々を考えると、そういった大きな場所と言いましょう

か、地域も本町についてはほとんど見当たらない状況であります。 

 したがいまして、限られたところで限られたものを安全につくらなければならない

ということですので、私は、現状が一番適切だというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 小笠原議員。 

●２番小笠原議員 災害はないことにこしたことはないのですけれども、やはり町民

の生命の安全、またそれぞれハード、ソフト面のことについても、やはりある程度、

考慮しなければならない部分については考慮しなければならないのではないかなと私

は思うわけですけれども、先ほど町長もおっしゃっておりましたけれども、平成２８

年８月１７日から３１日までの２週間に４度の台風が、またこの台風の影響で道東を

中心に記録的な大雨となり、十勝においても甚大な被害が発生いたしました。我が町

においても、洪水浸水区域全域に避難指示が出され、平成初の町民避難生活となりま

したが、ぎりぎりのところで大災害には至らず、水位低下とともに解除され、避難民

も午後には帰宅することができました。 

 このとき町民が避難する場所は指定避難場所、指定緊急避難場所と言われるのです

が、本来は各学校施設も避難場所として、大抵の自治体が使用をしております。我が
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町においては、特に洪水災害では、現在地にある限り、小中学校を避難場所としては

使用できません。防災上の見地に立って考えた場合、学校施設の全てをここのエリア

に集中してよいものかどうか、特定の災害時のみ、地域住民の避難場所とすることだ

けで、果たしてよいものなのか。このことについて、町長に伺います。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 先ほども申し上げましたとおり、高いところに建てることについては、

もちろん安全性を確保するのはよろしいかと思いますが、しかし今、中学校、小学校

があの場所にあって、それぞれ１カ所だけ高いところに建てると、次ももちろん高い

ところに建てるわけでありますけれども、そういった場所も移動する場所がある程

度、確保されたり、ある程度めどのつく話で論議は可能ですけれども、ただ高いとこ

ろに移動したほうがよろしい、これは誰でももちろんそう思うわけでありますけれど

も、現実的に考えた場合、本当にそういうものは可能かどうかと、私どもも考えたと

きに、今の場所が一番やっぱり適切、何回も先ほど言いましたけれども、水害につい

てはある程度、時間があって、子どもたちの命を守ることは可能であります。ただ、

先ほど御指摘のとおり、災害はどのような災害が来るかわかりませんけれども、現在

の災害では、浸水があっても子どもたちの生命は守れることだと私は思っておりま

す。 

 したがいまして、あそこは地域の方に見守られながら、また関心を持ちながら子ど

もの教育をあの場所ですべきだというふうに考えております。 

 したがいまして、現在の段階では、あの場所から移動する考えはございません。 

 以上です。 

●藤田議長 小笠原議員。 

●２番小笠原議員 なかなか押し問答になってくると言いますか、町長の考えが断固

として変わらないことは理解いたしましたけれども、私はつい最近のことでございま

すけれども、とある週刊誌に、１０月の末でしたか、いわゆるこの日本において、氾

濫河川で一番危ないところはどこかというような１５河川の記事が載っていた中にお

いて、それを見た方から、豊頃町はそういうところに学校を建築して大丈夫なのかと

いうような心配もされたこともございまして、そこの部分に刺激されたのも相まっ

て、それぞれ所管事務調査もあったものですから、私もこのことについて、確認の意

味で町長に再度確認しているわけでございます。 

 元の質問の中にもありましたけれども、次の質問として、もう一度町長にお聞きし

たいと思いますけれども、豊頃中学校移転改築の方針が示された後、町民各位への情

報発信と御意見掌握のため、現在パブリックコメントの実施中であります。公表され

た学校施設整備計画では、現在の豊頃小学校に併設する形で中学校を改築することと
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なっておりますが、洪水浸水地域以外に文教ゾーンを再構築するなど、抜本的に見直

す考え方や選択肢は、可能性としてはあるのかということを町長に、先ほどから問い

ただしていたわけなのですけれども、なかなか考え方が変わらないという状況の話も

何度も聞いておりますので、まずこのパブリックコメントの募集日程が今月末日まで

延期されたことから、町民の意見がどんな状況であるか、私もはかりかねておりま

す。豊頃町学校校舎等建築検討委員会の報告書では、建設位置については、あくまで

もグレーゾーンになっているわけなのです。現在の立地条件以外の場所も選択肢に入

れた案の必要性も、私はありだと考えております。 

 現実的に無理だという話は町長から何度も聞いているわけなのですけれども、教育

委員会から提出のあった計画書の事業工程表では、パブリックコメント等を基本設計

に反映するとなっていますが、現在の計画に対して、学校建設の立地条件が望ましく

ない旨の意見が多かった場合には、再検討する考えがあるかどうか、再度、町長にお

聞きいたします。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 今言ったパブリックコメント等については、教育委員会なので答弁をさ

せますが、先ほども言ったとおり、高いところに施設ということでありますが、でき

れば小笠原議員の考えている高いところを御指示いただければ、私どもも検討する余

地があろうかと思いますけれども、ただ漠然として高いところがいいのだということ

では、なかなか我々としても検討しようがない。 

 それからもう一つ、あの地域については、子どもたち以外にも、非常に社会的立場

の弱いお年寄りもたくさん住んでおります。そういう方々も、やはり行政としてはき

ちんと命を守る、安全を守る点からいきますので、そういった危険だから小学校があ

そこに建たない、中学校が建たないということであれば、行政としては、そういった

公営住宅、公共施設、全て高いところに行かなければ理屈が合わないと言いましょう

か、町民の生命、財産を守ることができませんので、私は先ほど何回も言っておりま

すけれども、水害の場合についてはある程度、時間がありますので、やはり避難をし

て難を逃れるのは適切かなというふうに思っております。 

 先ほど言いました、もし小笠原議員にそういう御意見があれば、我々に御示唆をし

ていただいて、また検討することも可能かなというふうに考えております。 

 以上です。 

●藤田議長 山本教育長。 

●山本教育長 パブリックコメントと言いますか、町民からの意見を募っているとこ

ろでございますが、中には小笠原議員がおっしゃるように、やはり洪水対策、２８年

のときの危機的な状況等について心配される御意見も多々いただいているところでご
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ざいます。 

 以上です。 

●藤田議長 小笠原議員。 

●２番小笠原議員 教育長にも答弁いただきました。 

 本来、やはり豊頃町は洪水の歴史でございますから、まずこのことを考えないでは

いられないという状況もありますし、それぞれ当然、そういう浸水区域に新しいもの

をつくるということになると、やはり心配されている方も町民の中にいるわけです。 

 当初、あそこを中学校を核として、農協の施設も含めて、いわゆる豊頃町の一番平

らなところに建物が集中してきている状況を考えますと、やはりなかなか難しいもの

があろうかというふうに私も思いますし、では先ほど町長が言われたとおり、代替地

はどうなのですかといったときに、では茂岩の高台でしかないでしょうと言うしか、

私は言いようがありません。いわゆる福祉避難所も含めて、今、特養施設が上にあり

ますから、下が浸水区域に全部なってしまったときには、やはり特養に関する関係の

お年寄りの方たちは、高台の特養施設に避難するしかないですし、そこが福祉避難所

となってしまうのが事実です。ですから、僕は基本的には、そういう高台もあるので

はないかというような考え方は持っておりますけれども、現実的ないろいろな関係の

話を押しつけられますと、なかなか難しい状況も確かに理解はします。 

 このたびの定例議会の初日の町長の行政報告の中に、姉妹都市相馬市への災害支援

の報告がありましたが、いつ何どき、我が町に同様な洪水、浸水災害が降りかかるか

わかりません。本当に、先ほど町長も言っておられましたけれども、災害は忘れたこ

ろにやってくるとことわざにはありますが、昨今の世界的異常気象が引き起こす気象

災害は度を越えております。そのリスクが近いと考えるか、五十年に、また百年に一

度と考えるかで対策も対応も違うと思いますが、いずれにしても備えあれば憂いなし

です。過去の我が町の水害の歴史に学び、学校建設の立地について再度、検討される

ことを強く願いまして、私の質問を終了いたします。 

●藤田議長 宮口町長。 

●宮口町長 大変、それぞれの考え方が違いますけれども、あくまでも浸水地域は、

雨量によってはここにも水がつきますよというのが浸水区域でありまして、先ほど言

いました災害はいつ来るかわかりませんけれども、ある程度スーパー堤防で地域住民

が守られておりますので、私は現在の地域を高いところに、例えば茂岩の高台等々に

移しても、ほかの施設が建たないし、面積も確保することは不可能であります。 

 したがいまして、私としては今の学校施設を今の場所で建設する考えが変わりませ

んので、よろしくお願い申し上げます。 

●２番小笠原議員 終わります。 
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●藤田議長 これで一般質問を終わります。 

 １１時２０分まで休憩いたします。 

午前１１時１２分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

       ◎ 選挙第５号 

●藤田議長 日程第３ 選挙第５号豊頃町選挙管理委員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選に

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議長が指名することに決定しました。 

 豊頃町選挙管理委員には、小野木英毅氏、津久井精一氏、半谷德辰氏、中村哲蔵

氏、以上の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した方を、豊頃町選挙管理委員の当選人と定めることに御異議

ありませんか。 

（ 異議ありの声あり ） 

●藤田議長 異議ありの発言がありました。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２１分 休憩 

午前１１時５０分 再開 

●藤田議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ただいま異議ありの発言がありましたので、選挙は投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めます。 
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 暫時休憩します。 

（ 議 場 閉 鎖 ） 

午前１１時５０分 休憩 

午前１１時５０分 再開 

●藤田議長 再開します。 

 ただいまの出席議員数は９名です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に１番石田貢議員及び２番小笠原

茂人議員を指名します。 

 投票用紙を配ります。 

（ 投票用紙の配付 ） 

●藤田議長 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（ な   し ） 

●藤田議長 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

（ 投票箱の点検 ） 

●藤田議長 異状なしと認めます。 

 ただいまから、投票を行います。 

 念のため申し上げます。 

 投票は、単記無記名です。事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、投票記

載所において投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、順番に投票願います。 

 点呼を命じます。 

●中川事務局長 １番石田貢議員。２番小笠原茂人議員。３番坂口尚示議員。４番岩

井明議員。５番杉野好行議員。６番大崎英樹議員。７番大谷友則議員。８番中村純也

議員。９番藤田博規議員。 

●藤田議長 投票漏れはありませんか。 

（ な   し ） 

●藤田議長 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終わります。 

 これから、開票を行います。 

 石田貢議員及び小笠原茂人議員は、開票の立ち会いをお願いします。 

（ 石田貢議員及び小笠原茂人議員が開票の立ち会いを行う ） 

（ 開   票 ） 

●藤田議長 選挙の結果を報告します。 
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 投票総数９票。 

これは先ほどの出席議員数に符合いたします。 

 有効投票９票、無効投票はゼロです。 

 有効投票のうち、津久井精一氏４票。小野木英毅氏２票。中村哲蔵氏２票。半谷德

辰氏１票。 

 以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は、１票です。  

 したがって、津久井精一氏、小野木英毅氏、中村哲蔵氏、半谷德辰氏の４名が豊頃

町選挙管理委員に当選されました。 

 議場の出入り口を開きます。 

（ 議場出入り口の開錠 ） 

 

       ◎ 選挙第６号 

●藤田議長 日程第４ 選挙第６号豊頃町選挙管理委員補充員の選挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選に

したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、議長が指名することに決定しました。 

 豊頃町選挙管理委員補充員には、前田マリ子氏、前田精一氏、山田隆信氏、鈴木茂

氏、以上の方を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した方を、豊頃町選挙管理委員補充員の当選人と定めることに

御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 
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 したがって、ただいま議長が指名した前田マリ子氏、前田精一氏、山田隆信氏、鈴

木茂氏、以上の方が豊頃町選挙管理委員補充員に当選されました。 

 次に、補充員の順序についてお諮りします。 

 補充員の順序は、ただいま議長が指名した順序にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、補充員の順序は、ただいま議長が指名したとおり、第１順位に前田マ

リ子氏、第２順位に前田精一氏、第３順位に山田隆信氏、第４順位に鈴木茂氏、以上

のとおりの順序に決定しました。 

 暫時休憩します。 

午後 ０時０７分 休憩 

午後 ０時０８分 再開 

●藤田議長 再開します。 

 次の日程に進みます。 

 

       ◎ 委員会の閉会中の所掌及び所管事務調査の申し出 

●藤田議長 日程第５ 委員会の閉会中の所掌及び所管事務調査の申し出の件を議題

とします。 

 議会運営委員長、総務文教常任委員長及び産業厚生常任委員長から、会議規則第７

５条の規定によって、お手元に配付しました申出書のとおり、閉会中の所掌及び所管

事務調査の申し出がありました。 

 お諮りします。 

 議会運営委員長、総務文教常任委員長及び産業厚生常任委員長からの申し出のとお

り、閉会中の所掌及び所管事務調査とすることに御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の所掌及び所管事務調査とす

ることに決定しました。 

 

       ◎ 会期中の閉会 

●藤田議長 日程第６ 会期中の閉会の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は、全て終了しました。 



－ 24 － 

 したがって、会議規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

●藤田議長 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は、本日で閉会することに決定しました。 

 

       ◎ 閉議宣告 

●藤田議長 これで、本日の会議を閉じます。 

 

       ◎ 閉会宣告 

●藤田議長 これをもって、令和元年第４回豊頃町議会定例会を閉会します。 

午後 ０時１０分 閉会 

 



－ 25 － 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名します。 

 

 

   議  長 

 

 

 

   署名議員 

 

 

 

   署名議員 

 

 

 


